






　JFEシビル株式会社は、JFEグループの総合建設会社
として鉄鋼関連分野で培った技術・商品を生かし、土木・
建築・コンサルティング等様々な分野で豊かな社会作りに
貢献しています。当社は昭和47年に川鉄鋼管工事（株）と
して創立され、平成13年に川崎製鉄グループの建設会社
の事業統合により川鉄シビルとなりました。平成15年に
は親会社の川崎製鉄と日本鋼管が合併しJFEスチールと
なったのを受け、JFEシビルと社名を改めました。現在の
社員数は約600名で、建築事業部、システム建築事業
部、社会基盤事業部、鉄鋼土建事業部、海外事業部より
構成されています。建築事業部では大型物流倉庫（写真
1）、システム建築事業部では耐震・制震デバイス、メタル
ビル、立体駐車場（写真2）、社会基盤事業部では鋼管杭
と鋼桁を組み合わせたメタルロード（写真3）や大型構造物
の昇降システム“スーパージャッキ”など、ユニークな商品
を揃えています。また、鉄鋼土建事業部では千葉、京
浜、倉敷、福山、知多、西宮の製鉄所メンテナンスを、
海外事業部ではフィリピンを中心に港湾・橋梁・プラント・

鉄道建設などを行っています（写真4）。
　物理探査と直接関わりがあるのは社会基盤事業部の音
響トモグラフィ部です。当部では名前の通り音響トモグラ
フィ地盤探査を行っています。音響トモグラフィ地盤探査
の技術的な内容については物理探査ニュース22号～24
号（2014）で詳しくご説明しておりますが、日常的な業務
として基礎構造物の設計のための支持層調査、シールド
工事のための障害物調査、地盤改良工事における薬液注
入範囲の把握などがあげられます。また、音波を用いた
新しい調査方法や新しい適用先の開発も積極的に行って
おり、電力関連施設、農水関連施設、資源探査など様々
な分野への挑戦を続けています。
　ところで、物理探査技術とは無縁であった当社が音響ト
モグラフィ地盤探査法を開発し、27年間にわたって継続
してこられた理由は2つあります。
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写真1 　建築事業部の大型物流倉庫

写真3　社会基盤事業部のメタルロード

写真4　海外事業部の海外港湾施設写真2　システム建築事業部の立体駐車場



　まず、当社は建設会社であるため社内にフィールドがあ
るということです。前述したように、国内外の建設現場や
製鉄所という様々なフィールドに直接かかわることができ
るため、現場ニーズの発掘と技術開発を行うことができま
す。支持層調査では製鉄所設備や国内外の基礎建設工事
で技術の検証を行うことができました。また、天井クレー
ンのレール桁の亀裂診断技術“クラックルック”（図1）は、
まさに製鉄所のニーズと音波に関するノウハウが合致して
できた当社ならではの商品開発と言えるでしょう。

　2つ目はJFEグループの総合力です。JFEグループに
は製鉄所を中心とした様々なグループ会社があり、そこに
は多種多様な技術があり技術者がいます。毎年開催され
る技術交流会ではこれらの技術者が直接議論を交わすこ
とで新しい考えや技術が生まれてきます。ある業務で高
温高圧下での調査が必要になったのですが、その時には
溶鉱炉の操業に携わっている技術者に相談をすることがで
きました。また、精密樹木診断器“ドクターウッズ”（図2）
の開発は、グループ内の造園会社の樹木医の協力がなけ
れば成し得ることができませんでした。

　これ以外にも海外にグループの拠点が多いことも大き
なメリットです。豪州での石炭探査、南米での石油探
査、東南アジアでのインフラ関連業務、米国での地下水

調査では現地事務所を間借りし、支援を受けながら業務
を進めることができました。世界のどこに行っても仲間が
いる、これもJFEグループの総合力と言えると思います。
　最後に当社のオフィスをご紹介します。もともとはどこ
にでもあるようなオフィスでしたが、閉鎖的な会議や長時
間会議をなくすためにガラスの壁やスタンディングミー
ティングテーブルを設置しました。また、本社と現場ス
タッフの流動性を高め、かつ広く明るいデスクスペースを
確保するためにフリーアドレスを導入し、さらには改装工
事のショールームにもなるように大改装しました。設計は
オフィスやビルのデザインを行う意匠建築を担当する社員
が行い、明るく楽しい？ 事務所に生まれ変わりました。あ
る女性誌でモデルの蛯原友里さんのインタビューが企画
された時には、オフィスが撮影の現場になりました（写真
5、写真6）。

　これからも建設会社であるメリット、JFEグループの一
員であるメリットを生かし、少しでも多く社会に貢献でき
るよう、また、微力ではありますが皆様のお役にたてるよ
うに挑戦し続けていきます。

（榊原 淳一　記）
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図1　鋼構造物亀裂診断法“クラックルック”

写真5　オフィスの打合せスペース

写真6　デスクスペース

図2　樹木内部診断法 “ドクターウッズ”



　毎年恒例となっていますワンデーセミナーが、平成29
年2月6日に東京大学山上会館で開催されました。本年
度のテーマは「地下情報可視化技術の最前線」で、様々な
視点に基づく地下可視化に関わる技術について、4つの
演目を興味深く拝聴させていただきました。

１．「地盤調査に資する生物型ロボット技術の
現状と将来展望」

中村太郎・山田泰之（中央大学）

　コンピュータが人間の脳の機能を模して進化してきたよ
うに、ロボットも生物（人間も含めた）の形態や機能を模し
て進化してきています。ここでは、人間が入り込めない
環境で生活する生物が非常にユニークな機能を持ってい
ることに着目し、惑星探査や災害現場などのように人間が
入り込みにくい環境で活躍できるロボットの一例として、
ミミズ型ロボットとキャタピラに羽根を付けた小型ロボット
が紹介されました。
　ミミズは土の中で生活し、蠕動（ぜんどう）運動により移
動します。また先端の口から土を食べて末端のお尻から
排泄するように、中身が空洞という特徴を持っています。
ミミズは前方の体節が「太く短く」なり地面との摩擦が増
え、すぐ後方の体節は「細く長く」なり前方の体節に引っ張
られます。この「太く短く」が後方の体節に移動してゆき、
前方の体節が「細く長く」前に伸びてゆくのを繰り返すこと
により、移動が可能になります。ミミズ型ロボットも７つ
の体節を持っており、この「太く短く、細く長く」の蠕動運
動を見事に再現して、エルボを複雑に組み合わせた細い
パイプの中を移動して行きます。垂直に立ったパイプを上
方に移動して行く様は圧巻で、工業用検査ロボット、ダク
ト清掃ロボット、医療用検査ロボット（特に腸内検査）等の
応用例を示していただき、私たちにいろいろな可能性を
示唆してくれるものでした。さらに無人月・惑星探査を想
定し、中空のボディにアースオーガーを仕込み、地中を
掘進して行くロボットも開発されつつあります。
　もう一つの例は、昆虫・多足歩行にヒントを得て開発し
た羽根付クローラロボットの紹介です。災害現場等におけ
る走破性の高い無人探査を目的として、どの方向へも素
早く移動でき、単純な構造で安価な小型ロボットというコ
ンセプトで開発されています。キャタピラ全体に可動の羽
根を適度な間隔で取り付けただけの簡単な構造ですが、
通常のキャタピラ車に比べて、格段に段差踏破性が良く

なるのは驚きでした。フィールドテストでは相当な勢いで
凹凸の激しい地面を駆けて行く様子が紹介されました。
また、岩場での移動が得意なフナ虫（Wharf Roach）に
着目し、その触覚を模した多目的アンテナ（可動補助輪の
ようなもの）を4本付けた羽根付クローラロボットや、より
高速での移動を可能にするためウィングを付けたもの、「バ
シリスクリザード」というトカゲが水上を走る様から、水上
を走らせてみるなど発想の豊かさが際立った講演でした。

２．「三次元地質解析システムは 
コミュニケーションツールになれるか？」

西山昭一（応用地質株式会社）

　CIM（Construction Information Modeling / 
Management）やi-Constructionに 代 表 さ れるよう
に、建設関連分野では、様々な情報のデータベース化、
三次元化が進められています。地質調査業界においても
これらの流れは必然で、いかに効率よく情報を集めて
データベース化し、どのように活用して行くかが課題と
なっています。本講演では、地質情報記録／可視化／分
析ツールである「COREROKU」、地盤リスク情報ビュー
アの「OKTAS」、 三 次 元 地 質 解 析システムの「GEO-
CRE」という3つのツールの機能やそれらによる三次元地
質情報モデルの構築方法、地質解析例、プレゼン用資料
作成について、丁寧に解説していただきました。
　講演では物理探査結果の三次元モデルの構築と可視化
方法の例もありましたが、物理探査結果をお客さんに提
示し理解していただくのに大変苦労した経験を皆さんお持
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ちではないかと思います。このようなときに、講演のタイ
トルにもありますように、これらのツールを使って得られ
た成果物が、相手の理解を助けることができれば、まさに

「コミュニケーションツール」としての役割を果たしたこと
になるのではないでしょうか。またそうなることが期待さ
れます。さらに地下情報の三次元化は、成果を提供する
側にとっても、解析技術、解釈技術の進歩につながる可
能性を広げていると実感できました。 

３．「最新ワイヤーライン・掘削同時検層技術
から3D地下モデルのハイレゾ／Hi-Fi化
について」

森下　健・野呂浩介（シュルンベルジェ株式会社）

　まず演題にある、Hi-Fiという言葉に懐かしさを感じまし
た。Hi-FiとはHigh Fidelity（高忠実度、高再現性）の略
語で、40年ほど前、世の中がオーディオブームだった
頃、機器や音源の性能を表す言葉として巷に溢れていま
した。本講演では、地表の物理探査に加えて、検層によ
るデータを用いて、地下の三次元モデルをハイレゾ（高分
解能）・Hi-Fiで構築し、石油・天然ガスの生産管理に応用
した例が示されました。モデルの分解能によりシミュレー
ション結果が大きく違ってくることを、いくつかの例でより
視覚的に実感することができました。
　また、データハイレゾ化への要求に伴って、LWD

（Logging While Drilling）技術の孔内ツールも高分解能
で計測できるように進化しています。これらのツールで
は、データのハイレゾ化と共にHi-Fi化（高S/N比化）が
実現されています。新旧孔内ツールによる測定データの
比較では、イメージングによるデータ可視化により、その
差が一目瞭然でした。
　本講演では地下の物理モデルを三次元で高分解能・高
精度で構成すればそれを用いたシミュレーション結果も正
確なものとなり、地質に関する将来予測やリスクマネジメ
ントにとって重要であることをよく理解することができまし
た。さらに物探屋として高品質のデータを取得し、高精
度の成果物を供給する使命を負っていることを改めて認
識させられました。

４．「ITイノベーションが物理探査にもたらす
こと」

高市和義（伊藤忠テクノソリューションズ株式会社）

　発展目覚ましい近年のIT事情を、Big Data、IoT
（Internet of Things）、AI（Artificial Intelligence）、

VR（Virtual Reality）といったキーワードを軸に解説し、
物探屋としての視点から、それらと物理探査との関りにつ
いて、将来の課題も含めて提示していただきました。
　ビッグデータのキー要素として「3つのV」（Volume, 
Velocity, Variety）があります。Volume：2020年に
は世界で44ZB（ゼタバイト、1ZB=10億TB）のデータ
量、Velocity：常時データが発生しているため通信速度・
処理速度が必要、Variety：多種多様なデータ源がありそ
れらに対応等の状況の中、Oil&Gas分野においては探
鉱、掘削、開発の各過程でビッグデータ技術が活用され
て おり、 探 鉱 で は「3つ のV」+αのうち「Volume」と

「Value」（QC、データマネジメント）の寄与が高いとされ
ています。
　センシング技術や、モニタリング技術の発達によりIoT
が普及し、大量のデータが集積されるようになると、それ
を処理するコンピュータの性能向上が求められます。
CPUとその周辺機器（メモリ、記憶媒体等）の性能向上は
まさに日進月歩（走？）で、講演ではそれらについて紹介さ
れ、想像を絶することが起きているなと驚きでした。コン
ピュータ機器の進化に伴い、ソフトウェアや考え方も進化
し、AI技術を駆使した機械学習や今流行りのディープラー
ニングへと発展してゆきます。物理探査との関りでは、機
械学習による断層検出の例を紹介していただきました。
また石油開発において油層構造のイメージを研究者間で
共有するためにVR技術が使われ、解釈技術の向上に役
立っています。講演を拝聴し、人間の代わりに機械が仕
事をする、まさにSF小説のような社会が実現してきてい
るということを目の当たりにする思いでした。ご講演者の

「データをより多く集めたところが勝者の権利を得、デー
タをより有効活用したところが勝者となる」の言葉に思わ
ず頷いてしまいました。物理探査学会に対しても「国土基
盤整備のため」無料ネットサービスでのデータ収集とその
利用のご提案を頂きました。最後にVR技術の入門ともい
える3D映像を会場で体験することができ、楽しい講演で
した。
　セミナーには多数のご参加を頂き、講師の方々には興
味深い内容を丁寧に解り易くご説明頂きました。有難うご
ざいました。今後も皆様のご興味・ご要望にお応えできる
テーマで開催していく予定ですので、次回以降も是非、
ご参加のほど、よろしくお願いいたします。

（事業委員会　内藤 好裕）
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